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哺育能力を示す指標として、子牛セリ出荷時体重を取り上げ、分析した結果、直接遺伝効果、母性遺伝効果の
遺伝率は、0.356及び0.079と推定された。

哺育能力と繁殖能力の相関をみたところ、両者に相関はなく、それぞれ別の形質として取り扱う必要があること
がわかった。
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要旨
　肉用牛の生産性を向上させるためには、繁殖や哺育などの種牛能力と肉量や肉質などの産肉能力双方の改良
を、同時に進めていく必要がある。しかしながら、産肉能力については、育種価評価法が確立され、改良が進んで
いるものの、種牛能力は、育種価評価法が確立しておらず、改良が進んでいないのが現状である。また、産肉能力
の育種価情報についても、その利用は種雄牛造成が中心で、生産現場での十分な活用がされていない。そこで、
本研究においては、種牛能力の育種価評価法を確立するとともに、得られた種牛及び産肉能力の育種価情報を
データベース化し、生産現場での交配支援や指導に活用できる最適交配システムを構築することを目的として検討
した。

繁殖能力を示す指標として、産時月齢を取り上げ、遺伝的パラメーターの推定を行った結果、各産次月齢の遺
伝率は、0.139～0.500の範囲で推定され、３～４産時月齢での評価が可能であった。

繁殖雌牛における種牛能力の遺伝的能力評価
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